














































観測期間である 年 月~ 月の期間，外気温が－ ~ ° の範囲であったのに
対し，室内の温度は，食堂では ~ °，洗面所では ~ ° に保たれていた．一
方，湿度は，食堂で ~ ，洗面所で ~ の範囲であった．主な調査時間である -
の間で，食堂は，昼食時の - の間には 時間あたり 人以上が利用
したが，それ以外の時間には 人以下の隊員しか出入りしなかった．また，洗面所は
- の間に 時間あたり 人以上が利用したが，それ以外の時間には 人以下の隊
員しか出入りがなかった．
生物起源エアロゾルの捕集














細菌と一般糸状菌は， - 月の カ月間捕集したが，好乾性糸状菌は培地の準備が遅れた
ために 月から 月の カ月間しか捕集しなかった．
細菌及び糸状菌用選択培地並びに培養方法
各微生物の培養には， 種類の培地を用いた．一般細菌用培地としては， の蒸留水に
のトリプトン（ )， の肉エキス（日水）， の塩化ナトリウム並びに の
寒天を加えて 規定の水酸化ナトリウム水溶液で に調整したものを用いた．一般糸
状菌用培地としては， 寒天培地（ジャガイモ―デキストロース寒天培地，日本製薬）
に あたり μ のクロラムフェニコールを添加したものを用いた．好乾性糸状菌用培
地としては，上記 培地にさらに になるようにスクロースを添加したものを用い
た．いずれの培地も ° で 分間のオートクレーブ処理を行った．











図 昭和基地で採集された糸状菌 ( )および細菌 ( )バーの長さは
南極昭和基地内の生物起源エアロゾル
結 果
食堂における細菌数濃度の年間最大値は 月の ?であり，最小値は 月及
び 月の ?であった（図 )．一方，洗面所での最大値は 月及び 月の
?であり，最小値は 月の ?であった．細菌数濃度の平?値は，それぞ
れ食堂で ?，洗面所で ?であった（表 )．明らかに，洗面所におけ
る細菌数濃度の平?値が食堂のそれより多かった．
食堂における糸状菌数濃度の最大値は 月の ?であり，最小値は 月及び


































































たとの報告がある（ )．今回実験を行った 部屋の温度は，食堂が -
° であるのに対し，洗面所は - ° であり期間を通じて高かった．一方，湿度は食



















月よりも（ ?）湿度 の 月で同糸状菌数が多かったり（ ?)，洗
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